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どき くるくる はげしく まわり ますと、 すずの 兵隊 はさ 

すがに ふるえました。 でも、 やはりし つかりと 立って、 

顔色 ひとつ 変えず、 銃剣 肩に、 まっすぐに まえ を にら 

んで いました。 

-7 すい 

いきなりお 舟 は、 長い 下水の 橋の 下へ はいって いき 

ました。 それで、 箱の なかにはい つていた ときと 同様、 

まつ 暗にな りました。 

「いったい、 おれ は どこへ いくの だ ご と、 兵隊 はお も 

いました。 「そうだ、 そうだ。 これ は 小 鬼の やつの し 

わざな の だ。 いやはや、 なさけない。 あの かわいい む 

すめが、 いっしょにの つていて くれるなら、 この 二倍 



もく らくても、 ちっとも こまり はしない の だが。」 

こうお もっている ところへ、 ふと 下水の 橋の 下に 住 

む 大きな どぶねずみ 〔# 「どぶねずみ」 は 底本で は 「とぶ 

ねずみ 匕 がで て 来ました。 

「おい、 通行 証 は あるか ご と、 ねずみ はいいました。 

「通行 証 を 出して みせろ ご 

でも、 すずの 兵隊 は、 だんまりで、 よけいし つかり 

と 銃剣 を かついで いました。 お 舟 はずん ずん 流れて い 

きました。 ねす みは あとから 追い かけて 来ました。 

ぅッ ふ、 ねずみ はきい きい 歯ぎ しりして、 わらくず 

や 木切れに、 どんなに よびかけた ことでしょう。 「あ 



ました。 かわいい 踊 ツ子の いるき れいな お 城 も ありま 

した。 むすめ はや はり 片足で からだ を ささえて、 片足 

を 空に むけて いました。 この 子 もや はりし つかり 者の 

なかまな のでした。 これが すっかり すずの 兵隊の ここ 

ろ をう ごかし ました。 で、 もう 少しです ずの 涙 をな が 

すと ころでした。 でも、 そんな こと は 男の する ことで 

はありません。 兵隊 はむ すめ を じっとみました。 むす 

め も 兵隊の 顔 をみ ました。 けれどお たがいに なんにも 

もの はいいませんでした。 

そのと き、 ちいさい 男の子の ひとりが、 すずの 兵隊 

をつ かんで、 いきなり だんろの なかへ なげこみました _ 



ました。 でも、 やはり 銃剣 肩に、 しっかり 立って いま 

した。 そのと き 出しぬ けに 戸が ばたん と あいて。 吹き 

こんだ 風が 踊 ツ子 を さらい ますと、 それ はまる で 空 を 

まじょ 

とぶ 魔女の ように ふらふらと 空 をと びながら、 だんろ 

のなかの、 ちょうど 兵隊の いると ころへ、 まっしぐら 

にと びこんで 来ました。 とたんに、 ば あっと ほのおが 

立って、 むすめ はきれ いに 焼けう せて しまいました。 

する うち、 すずの 兵隊 は、 だんだん とろけて、 ちい 

さなかた まりに なりました。 

そうして、 あくる 日 女中が、 灰 を かきだし ますと、 

兵隊 はち、，' さなす ず 〔# 「すず」 は 底本で は 「ずず 匕 の 
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